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主
な
日
程

主
な
日
程

０
０
万
人
の
人
口
は
、
２
０
４

０
年
約
１
億
７
０
０
万
人
に
。

京
都
府
は
２
６
３
万
人
が
２
２

２
万
人
へ
。
数
万
人
規
模
の
８

〜
10
自
治
体
が
な
く
な
る
?!　

実
際
、
農
村
部
で
は
集
落
自
治

が
維
持
で
き
ず
、
隣
接
の
集
落

と「
合
併
」す
る
ケ
ー
ス
は
何
年

も
前
か
ら
▼
こ
こ
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ

の
参
加
。
２
０
１
１
年
に
農
水

省
は
影
響
を
試
算
。
食
料
自
給

率
は
40
％
が
13
％
へ
。
農
林
水

産
業
の
生
産
は
４
・
５
兆
円
減

少
、
農
業
の
多
面
的
機
能
（
環

境
・
国
土
保
全
）
喪
失
は
３
・

７
兆
円
、
関
連
産
業
で
３
５
０

万
人
の
雇
用
が
失
わ
れ
る
と
。

地
域
が
ま
る
ご
と
危
機
に
追
い

や
ら
れ
る
▼
「
自
由
貿
易
」
の

じ
ゃ
ま
に
な
っ
て
い
る
残
留
農

薬
と
食
品
添
加
物
の
規
制
も
大

幅
な
緩
和
が
ね
じ
込
ま
れ
る
こ

と
は
必
至
。
国
民
の
健
康
を
壊

す
一
方
で
医
療
制
度
を
崩
す
動

き
も
始
ま
る
で
し
ょ
う
。
海
外

か
ら
大
型
公
共
事
業
に
参
入
と

な
れ
ば
国
民
の
仕
事
と
税
金
が

海
外
に
流
出
し
て
い
く
こ
と
に

▼
首
相
が
議
長
を
務
め
る
「
産

業
競
争
力
会
議
」
が
「
人
材
の

過
剰
在
庫
」、「
労
働
移
動
支

援
」
と
怪
し
い
物
言
い
を
強
め

て
い
る
こ
と
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
無
関

係
で
は
な
い
。
昨
年
末
総
選
挙

の
当
選
者
の
６
割
、
そ
し
て
自

民
党
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
が
公
約
。

ま
も
な
く
訪
れ
る
有
権
者
の
意

思
表
明
の
機
会
も
視
野
に
、
暮

ら
し
と
雇
用
・
地
域
を
守
る
運

動
と
世
論
を
。（
Ｈ
・
Ｈ
）

▼
「
２
０
４
０

年
に
全
都
道
府

県
で
人
口
が
減

少
」。３
月
下
旬

に
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題

研
究
所
の
推
計

で
す
。
２
０
１

０
年
１
億
２
８

５月１日　メーデー （10時開会、二条城前）
５月３日　憲法集会（14時開会、円山音楽堂）
５月11日　京都総評第二回幹事会（10時、ラボール京都）
５月19日　Union　Up　2013（10時開会、みやこめっせ）
６月１日　年金学習会（13時半、ラボール京都）
６月８日　地域労働運動交流集会（社会福祉会館）
６月16日　沖縄連帯京都集会（13時半開会、円山音楽堂）
６月30日　TPP反対京都集会（大谷ホール）

TUBUYAKI

A

C

B

　

若
い
来
場
者
を
自
分
た
ち
で
案

内
し
よ
う
と
青
年
部
が
準
備
、
面

白
さ
を
し
ゃ
べ
っ
て
広
げ
よ
う
と

女
性
部
。
現
在
、
40
件
を
超
え
る

出
展
・
出
店
の
申
し
込
み
、
登
録

は
毎
日
続
い
て
い
ま
す
。「
労
働

組
合
が
元
気
に
姿
を
見
せ
る
、
え

え
で
こ
れ
は
」
と
、
多
く
の
団
体

や
お
店
の
皆
さ
ん
が
置
き
ビ
ラ
や

店
で
の
ポ
ス
タ
ー
貼
り
だ
し
に
協

力
…
な
ど
、
期
待
は
広
が
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
就
活
と
い
う
学

生
に
と
っ
て
は
、
生
の
仕
事

に
触
れ
る
機
会
。
大
い
に
広

げ
る
取
り
組
み
が
ス
タ
ー

ト
。
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
（
京
都
放

送
）
も
始
ま
り
ま
す
。
み
ん

な
で
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

12
年
度
の
京
都
総
評
加
盟

労
組
へ
の
新
規
加
入
者
は
、

昨
年
度
の
２
割
増
し
の
４
５

０
０
人
に
な
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
そ
の
増
勢
の
流
れ

を
、
よ
り
確
か
な
も
の
と
す

べ
く
、
府
内
か
ら
、
加
盟
労

組
が
集
う
の
が
Ｕ
ｎ
ｉ
ｏ
ｎ 

Ｕ
ｐ 

２
０
１
３
で
す
。
当

日
は
、
こ
れ
か
ら
就
職
活
動

を
さ
れ
る
学
生
の
方
々
と
と

も
に
学
習
す
る
コ
ー
ナ
ー

や
、
昔
な
つ
か
し
い
給
食
の

試
食
会
。
プ
ロ
の
料
理
、
豆

本
づ
く
り
、
レ
ー
ザ
ー
で
ネ

ー
ム
プ
レ
ー
ト
の
作
製
や
、

ミ
ニ
上
棟
等
。
日
ご
ろ
自
分

の
職
場
で
目
に
す
る
こ
と
が

な
い
、
種
々
の
仕
事
を
実
体

験
で
き
る
事
に
、
今
か
ら
胸

が
躍
る
想
い
で
、
待
ち
遠
し

い
で
す
。

乞うご期待、乞うご期待、
労働組合なら

ではの企画が目白押し!!

開会前　ダンスパフォーマンスで11：00に開会
労働組合登場　ビデオレターもつかって、
「こんな仕事にも労働組合」と紹介。
各労組のブースも紹介します。

11：40　会場真ん中のキッズコーナーで手品
（全印総連）や「みんなで遊ぼ」の時間がス
タート
12：00　京建労がステージ横の広場で「ミニ上
棟」を披露。続いて、ブース広場では、伝統
産業西陣織の実演が始まります。
13：00　組合員が自らの仕事と労働組合を話し
ます。最初は災害現場に駆けつける国土交通
労組の登場、そして、JALから、命を運ぶ航
空職場と労働組合を紹介、続いて、新聞記者
として数々の労働現場を取材、新聞労連毎日
新聞労組から東海林智さんが駆けつけます。
14：05　これってあり？！　働き方を考えるス
テージでは「ブラック企業の見分け方」と題
して、大学の教職員組合、学生の相談活動か
らの報告、東海林さんや、労働法の中島先生
（府立大）のコメントも。「うちの会社は？」
「これから就活」の皆さん、必見。

▶子どもたちが食べている美味しい給食の大試食会
▶プロが腕をふるう店、季節の天ぷらが登場予定
（全国一般）。
▶物産展は、地区労協がずらり。北から南まで、各
地の産物大集合。
▶おなじみのファストフード店、大集合！

多彩な各労組のブースがずら～り
▶府職労連・府立大中島教授（労働法）による、公開
ゼミ。学生の皆さんといっしょに勉強、クイズに挑
戦もあるかも…。
▶製造業の皆さんは、技術を魅せます。金属製ネーム
プレートやプログラムゲームづくり（JMIU）、みん
なで豆本づくり（全印総連・出版労連）、友禅染め体
験（合繊）。
▶職場ですぐに役立つ知識提供――賃金の資料紹介
（化学一般）、最低賃金などの資料公開（全国一般）、
▶もちろん、労働組合の歴史と資料、紹介も盛りだく
さん。

私
も
楽
し
み
で
す

京
都
総
評
議
長

吉
岡　

徹

成功へ

　

い
よ
い
よ
Ｕ
ｎ
ｉ
ｏ
ｎ 

Ｕ
ｐ 

２
０
１
３　

が
近
づ
き
ま
し
た
。
ま
だ
労
働
組
合
に
触

れ
た
こ
と
が
な
い
働
く
仲
間
に
知
ら
せ
た
い
、
私
た
ち
の
仕
事
を
通
じ
て
労
働
の
魅
力
と

「
労
働
組
合
が
あ
っ
て
こ
そ
」
の
役
割
を
伝
え
た
い
、
と
知
恵
を
絞
っ
た
企
画
の
数
々
を

一
挙
紹
介
し
ま
す
。
み
ん
な
で
、
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

５５月月1919日日 日 午前10時30分開場、11時開会、午後３時まで

左京区岡崎公園みやこめっせ

５・1
9

Uni
on 
Up 
2013

プログラム
10時30分　 オープニングアトラクション　 

ダンスパフォーマンス
11時　　　 開会宣言 

仕事・労働組合と各ブースの紹介
11時40分　 キッズコーナー「みんなで遊ぼ」、手品ショー
12時　　　 京建労の「ミニ上棟」（広場ステージ）
12時30分　 伝統産業織機の実演（広場ステージ）
12時50分　 労働法公開ゼミ（府立大学中島教授） 

（広場ステージ）
13時　　　「組合員登場」

①災害現場と国土建設　国土交通労組
②命を運ぶ空の職場
 　JALキャビンクルーユニオン
③マスコミ報道の職場　 
　 新聞労連・東海林前委員長（毎日新聞労組）

14時05分　 これってあり？働き方を考えるステージ
　　　　　「ブラック企業の見分け方」
　　　　　　　　五十川　進さん（私大教連）
　　　　　　　　川久保　尭弘さん 
 （NPO法人ＰＯＳＳＥ京都支部）
　　　　　　　　東海林　智さん（新聞労連前委員）
　　　　　　　　中島　正雄教授（京都府立大学）
15時　　　　抽選の発表　閉会

地域の店舗を回り、ちらし、ポスターの協力を依頼（中京区）

A ステージとキッズコーナー

B フードコート

会

C 組合ブース・広場ステージ



京　都　総　評 ２2013年４月22日第191号

集
ま
っ
た
単
産
で
す
。
業
種

は
化
学
産
業
を
中
心
と
し
た

製
造
業
で
、
企
業
規
模
は
10

名
〜
６
０
０
名
の
中
堅
中
小

企
業
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

京
滋
地
本
に
結
集
し
て
い
る

組
合
員
は
約
２
千
名
。
作
っ

て
い
る
製
品
は
塗
料
、
多
種

Ｑ
．
化
学
一
般
の
紹
介
を
し

て
く
だ
さ
い
。

Ａ
．
化
学
一
般
京
滋
福
地
本

は
、
全
国
で
約
１
０
０
企
業

の
組
合
が
結
集
し
て
い
る
化

学
一
般
労
連
と
い
う
産
業
別

組
織
の
京
都
・
滋
賀
・
福
井

に
あ
る
25
の
企
業
の
組
合
が

　

化
学
一
般
の
森
下
書
記
長
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。
化学一般化学一般
京滋福地本京滋福地本

ヒ
ロ
ち
ゃ
ん

ヒ
ロ
ち
ゃ
ん
がが
行
く
行
く
!!

単
産
訪
問

単
産
訪
問
⑥

の
プ
ラ
ス
テ
ィ
ク
製

品
、
顔
料
、
染
料
、
砥

石
、
化
学
製
品
の
中
間

原
料
な
ど
多
岐
に
及
び

ま
す
。

Ｑ
．
化
学
産
業
の
動
向
と
当

面
す
る
組
合
の
課
題
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
．
多
く
の
企
業
が
、
製
品

の
原
料
を
原
油
か
ら
派
生
す

る
材
料
を
用
い
て
い
ま
す
の

で
、
原
油
価
格
が
企
業
の
業

績
に
直
結
し
ま
す
。
又
、
円

安
に
振
れ
る
と
原
料
が
値
上

が
り
し
、
こ
れ
も
企
業
業
績

に
影
響
し
ま
す
。
し
か
し
、

輸
出
を
し
て
い
る
企
業
で

は
、
円
安
は
歓
迎
だ
が
円
高

に
な
る
と
た
い
へ
ん
で
す
。

現
在
60
歳
〜
65
歳
ま
で
の
雇

用
延
長
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
賃
金
は
「
夫
婦
二
人
の

生
活
費
を
満
た
す
金
額
」
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。「
仕

事
は
真
面
目
に
、
要
求
は
大

胆
に
、
仲
間
は
大
切
に
」
が

化
学
一
般
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で

す
。

　

「
消
費
税
増
税
に
ス
ト
ッ
プ

を
か
け
る
た
め
に
大
き
な
世
論

を
つ
く
ろ
う
」
と
の
主
催
者
あ

い
さ
つ
。
呼
び
か
け
人
を
代
表

し
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
斎

藤
貴
男
氏
が
「
消
費
税
増
税
は

経
済
を
根
底
か
ら
崩
す
も
の
。

一
人
ひ
と
り
の
い
の
ち
そ
の
も

の
に
か
か
っ
て
く
る
。
何
と
し

て
も
た
た
き
つ
ぶ
そ
う
」、
宇

　

有
期
労
働
契
約
が
反
復
更
新
さ
れ

て
通
算
５
年
を
超
え
た
と
き
は
、
労

働
者
の
申
込
に
よ
り
、
期
間
の
定
め

の
な
い
労
働
契
約
（
無
期
労
働
契

約
）
に
転
換
で
き
る
制
度
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
（
法
18
条
）。
し
か
し
、

無
期
労
働
契
約
転
換
後
の
賃
金
・
労

働
条
件
は
、
別
段
の
定
め
が
な
い
限

り
直
前
の
有
期
労
働
契
約
の
時
と
同

じ
と
さ
れ
、
６
ヶ
月
以
上
の
空
白
期

間
お
け
ば
労
働
契
約
の
ク
ー
リ
ン
グ

（
通
算
期
間
の
中
断
）
が
可
能
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
５
年
の
カ
ウ

ン
ト
は
２
０
１
３
年
４
月
１
日
以
降

の
有
期
労
働
契
約
が
対
象
で
、
そ
れ

以
前
の
も
の
は
カ
ウ
ン
ト
に
含
め
な

い
な
ど
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

職
場
で
は
、
５
年
の
カ
ウ
ン
ト
を

待
た
ず
無
期
労
働
契
約
へ
の
転
換
を

求
め
る
こ
と
、
同
じ
職
場
の
無
期
労

働
契
約
の
労
働
者
と
の
均
等
待
遇
を

求
め
る
こ
と
、
ク
ー
リ
ン
グ
の
悪
用

を
さ
せ
な
い
こ
と
な
ど
に
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

期
間
の
定
め
が
あ
る
こ
と
を
理
由

と
し
た
不
合
理
な
労
働
条
件
の
禁
止

が
定
め
ら
れ
ま
し
た
（
法
20
条
）。

通
勤
手
当
の
支
給
、
食
堂
の
利
用
、

安
全
衛
生
な
ど
の
業
務
・
職
務
と
関

係
の
な
い
労
働
条
件
は
特
段
の
理
由

の
な
い
限
り
無
期
契
約
労
働
者
と
同

等
の
扱
い
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

職
場
で
は
、
有
期
を
理
由
と
し
た

不
合
理
な
労
働
条
件
が
な
い
か
チ
ェ

ッ
ク
し
、
均
等
待
遇
実
現
を
め
ざ
し

ま
し
ょ
う
。

　

今
回
の
主
な
「
改
正
」
内
容

は
、
継
続
雇
用
制
度
の
対
象
者

を
限
定
で
き
る
仕
組
み
の
廃

止
、
継
続
雇
用
制
度
の
対
象
者

を
雇
用
す
る
企
業
の
範
囲
を
自

社
だ
け
で
な
く
グ
ル
ー
プ
企
業

ま
で
拡
大
、
義
務
違
反
の
企
業

に
対
す
る
企
業
名
公
表
規
定
の

導
入
で
す
。
た
だ
し
、
厚
生
年

金
の
比
例
報
酬
部
分
の
受
給
開

始
年
齢
に
到
達
し
た
以
降
の
者

を
対
象
に
、
労
使
協
定
に
よ
り

定
め
る
基
準
に
よ
り
限
定
で
き

る
仕
組
み
を
利
用
で
き
る
経
過

措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

法
「
改
正
」
の
主
旨
＝
希
望

者
全
員
を
継
続
雇
用
の
対
象
に

す
る
を
踏
ま
え
、
①
希
望
者
全

員
を
再
雇
用
す
る
、
②
ま
と
も

な
生
活
が
出
来
る
賃
金
水
準
を

確
保
す
る
、
③
働
き
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
職
場
環
境
を
整
備

す
る
、
な
ど
の
実
現
め
ざ
し
て

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

賃
金
の
引
き
上
げ
が
必
要
と

の
声
を
背
景
に
、
最
低
賃
金
の

引
き
上
げ
の
動
向
に
注
目
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。
請
願
書
名
の

取
り
組
み
を
通
じ
て
最
低
賃
金

の
引
き
上
げ
が
必
要
と
の
世
論

を
大
き
く
し
ま
し
よ
う
。

　

こ
の
宣
伝
行
動
に
は
約
１
０

０
名
が
参
加
し
、
ち
ら
し
を
約

２
０
０
０
枚
以
上
配
布
し
ま
し

た
。
吉
岡
徹
議
長
を
は
じ
め
役

員
が
、「
賃
金
引
上
げ
な
し
に

地
域
経
済
が
よ
く
な
ら
な
い
」

「
２
兆
円
以
上
に
も
の
ぼ
る
公

務
員
賃
金
の
削
減
や
消
費
税
増

税
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
な
ど
は
、
日

本
の
経
済
の
建
て
直
し
に
逆
行

す
る
」「
最
低
賃
金
の
大
幅
引

き
上
げ
を
」「
緊
急
経
済
対
策

を
地
域
の
雇
用
・
賃
金
・
仕
事

に
回
せ
」
な
ど
と
訴
え
ま
し

た
。

　

京
都
総
評
は
、
４
月
５
日
、
四
条
河
原
町
近
く
の
タ
ー

ミ
ナ
ル
な
ど
８
ヶ
所
で
、「
フ
ト
コ
ロ
を
あ
た
た
め
て
、

地
域
も
元
気
に
」
と
の
春
闘
宣
伝
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
か
ら
労
働
契
約
法
、
高
年
齢
雇
用
安
定
法
の
改
正
法
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

改
正
法
は
、
有
期
雇
用
の
規
制
な
ど
不
十
分
な
点
も
多
い
で
す

が
、
改
正
の
主
旨
を
生
か
し
て
職
場
で
活
用
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。「
人
間
ら
し
く
働
く
ル
ー
ル
」
の
確
立
、
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー

ク
の
実
現
を
め
ざ
し
て
取
り
組
み
を
す
す
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

都
宮
健
児
氏
が
「
貧
困
と
格
差

の
拡
大
を
解
消
す
る
た
め
に
消

費
税
増
税
を
中
止
し
、
富
裕
層

へ
の
課
税
を
強
化
し
て
所
得
の

再
配
分
が
必
要
。
連
帯
し
て
た

た
か
っ
て
い
く
」
と
訴
え
ま
し

た
。

　

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、「
消

費
税
は
被
災
者
に
過
酷
な
税

金
、
増
税
を
阻
止
し
た
い
」

（
宮
城
の
代
表
）「
も
っ
と
も

っ
と
街
頭
に
出
て
、
増
税
を
許

さ
な
い
世
論
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
」（
新
婦
人
）「
い
の
ち
を
削

る
増
税
は
許
せ
な
い
。
憲
法
を

生
か
し
た
社
会
保
障
の
実
現

を
」（
年
金
者
組
合
）「
消
費
税

増
税
の
中
止
と
最
低
賃
金
引
き

上
げ
を
勝
ち
取
ろ
う
」（
自
交

総
連
）「
農
業
を
続
け
る
た
め

に
増
税
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
も
必
ず

阻
止
す
る
」（
農
民
連
）
な
ど

各
分
野
か
ら
決
意
が
語
ら
れ
ま

し
た
。

　

集
会
に
は
京
都
か
ら
約
30
人

が
参
加
。
集
会
後
、
消
費
税
廃

止
京
都
各
界
連
で
、
京
都
選
出

の
全
国
会
議
員
を
訪
問
し
、
消

費
税
増
税
中
止
を
要
請
し
ま
し

た
。

全
国
全
国
かか
らら
５
０
０
０
人

５
０
０
０
人

希
望
者
全
員
を
継
続
雇
用
の
対
象
に

み
ん
な
で
賃
上
げ
を
と
宣
伝

み
ん
な
で
賃
上
げ
を
と
宣
伝

無
期
労
働
契
約
へ
の
転
換
、不
合
理
な
労
働
条
件
の
禁
止

「
改
正
」高
年
齢
雇
用
安
定
法

「
改
正
」高
年
齢
雇
用
安
定
法

「
改
正
」労
働
契
約
法

「
改
正
」労
働
契
約
法

最
賃
署
名
ス
タ
ー
ト

最
賃
署
名
ス
タ
ー
ト

消
費
税
増
税
ス
ト
ッ
プ
を

消
費
税
増
税
ス
ト
ッ
プ
を

　４月５日、全国いっせい労働
相談ホットラインを実施。関西
テレビの昼のニュースで相談の
様子が放映され、それを前後し
て相談が一気に増えました。13
件の相談がありました。

労働相談ホットライン
４月５日４月５日

　京都総評などでつくる、安心
年金つくろう京都連絡会では、
４月15日に定例年金宣伝を四条
烏丸で行ない、若者が将来に希
望の持てる年金制度をつくろう
と、呼びかけました。

年金宣伝を実施
４月15日４月15日

京都テルサにて約200名が参加した
春闘決起集会で挨拶する長田委員長

４月５日四条河原町　宣伝行動

４月11日、日比谷野外音楽堂

　消費税大増税中止を求める国民集会が、
４月11日東京・日比谷野外音楽堂で開かれ
ました。全国から5000人が参加し、会場に
入りきれない人も出る程熱気ある集会とな
りました。

　消費税大増税中止を求める国民集会が、
４月11日東京・日比谷野外音楽堂で開かれ
ました。全国から5000人が参加し、会場に
入りきれない人も出る程熱気ある集会とな
りました。

４月から施行４月から施行改正改正 労働契約法労働契約法
高年齢雇用安定法高年齢雇用安定法

2013春闘2013春闘

争議へ
のの支援をを訴ええ

４月18日４月18日

　争議の早期解決を求めて定例
の宣伝を京都駅前で実施。JAL
不当解雇撤回闘争は東京高裁
で、全厚生不当解雇撤回は人事
院で、それぞれ重大局面を迎え
ており、道行く人に訴えました。

　京都総評は４月10日、組織の
拡大強化の一環として府南部の
職場訪問を実施しました。単産
と地区労協から24人が参加し、
宇治市以南の医療、福祉、サー
ビスなどの職場を訪問し、福祉
署名への協力やＴＰＰ参加に反
対するとりくみへの協力、ユニオンアップ2013の案内などをしまし
た。25職場を回りましたが、多くのところで責任者や労働組合の代
表などとの対話ができました。

府南部の職場訪問を実施
４月10日４月10日

き過望に全もをこ備て


